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川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
続
）

1
刀
牛
 
角

題
1

久
 
保
、
田

啓

一

 
本
稿
は
、
本
誌
二
十
六
・
二
十
七
・
二
十
八
号
（
平
成
二
年
十
一
月
・
同
三

年
十
一
月
・
同
四
年
十
一
月
発
行
）
に
（
上
）
（
中
）
（
下
）
の
三
回
に
わ
た
っ

て
掲
載
し
た
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
の
本
文
編
に
続
く
解
題
で

あ
る
。
解
題
の
叙
述
に
当
っ
て
本
文
の
引
用
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、
〈
（
上
）

○
○
頁
〉
の
要
領
で
引
用
箇
所
を
注
記
し
た
の
で
、
御
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で

あ
る
。

○
書
型

○
装
訂

○
刊
写

○
表
紙

○
外
題

○
見
返
し

 
 
 
一
 
書
誌

大
本
。
縦
二
五
・
二
糎
、
横
二
〇
・
○
糎
。

袋
綴
。
料
紙
は
楮
紙
。

写
本
。

鳶
色
、
水
玉
模
様
。
原
糸
。

表
紙
左
肩
に
題
籏
、
「
芙
蓉
模
玉
屑
」
と
あ
り
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ナ
 
エ

右
肩
に
ラ
ベ
ル
、
中
央
上
方
に
「
四
、
四
一
四
」
と
墨
書
し
た
紙

片
を
貼
付
。
ラ
ベ
ル
の
請
求
番
号
は
9
3
。
、
な
お
、
見
返
し
に
は
辻

鼎
面
謝
の
叙
の
書
き
か
け
の
反
故
が
裏
返
し
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

冒
頭
の
「
服
者
」
以
下
十
四
字
目
「
爲
」
の
途
中
ま
で
の
文
字
が

 
 
 
 
透
け
て
見
え
る
。

○
内
題
 
 
な
し
。

○
構
成
 
 
前
遊
紙
一
丁
、
長
谷
川
安
卿
撰
「
芙
蓉
縷
玉
屑
序
」
（
宝
暦
七
年

 
 
 
 
 
三
月
）
三
丁
、
重
爆
薬
園
「
芙
蓉
縷
玉
屑
叙
」
（
宝
暦
六
年
十
一

 
 
 
 
 
月
）
三
丁
、
本
文
六
十
一
丁
、
山
岡
湊
明
黒
黒
（
宝
暦
七
年
三
 
 
刀

 
 
 
 
 
月
）
二
丁
、
後
遊
紙
一
丁
。
以
上
全
七
十
一
丁
、
墨
付
六
十
九
 
 
ω

 
 
 
 
 
丁
。

○
丁
付
 
 
山
岡
三
明
の
蹟
（
二
丁
）
の
み
、
柱
に
「
践
一
（
二
）
」
と
墨
書
。

 
 
 
 
他
の
丁
に
は
な
し
。

〇
一
面
行
数
 
本
文
十
三
行
、
序
蹟
八
行
。

○
奥
書
 
 
 
「
庭
回
訓
示
蒙
」
の
末
尾
に
「
寛
延
元
年
冬
十
一
月
 
芙
蓉
道
人

 
 
 
 
鳴
鳳
卿
識
／
寳
暦
五
年
冬
十
一
月
層
源
鼎
単
費
寓
」
〈
（
上
）
一
〇

 
 
 
 
 
二
頁
〉
、
「
孝
悌
忠
信
尊
志
」
の
末
尾
に
「
鳴
鳳
卿
謹
識
／
寳
暦
五

 
 
 
 
 
七
月
下
旬
 
源
鼎
団
子
爲
」
〈
（
中
）
一
〇
四
頁
〉
、
「
五
常
解
」
の

 
 
 
 
 
末
尾
に
「
予
既
…
…
其
側
云
／
延
享
磁
心
玄
冬
十
二
月
六
日
 
鳴

 
 
 
 
 
鳳
卿
謹
識
／
寳
暦
五
罪
夷
則
下
旬
 
門
人
 
源
鼎
卿
謹
爲
／
井
校

 
 
 
 
 
訂
」
〈
（
下
）
九
八
頁
V
と
あ
り
、
本
書
全
体
の
奥
書
は
な
レ
。

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
続
）
 
一
解
題
1



○
蔵
書
印

○
書
入

第
二
丁
オ
の
右
下
に
「
新
井
皇
図
書
記
」
（
朱
陽
方
印
、
縦
二
・

○
糎
、
横
難
・
○
糎
）
あ
り
。
な
お
、
蔵
書
印
で
は
な
い
が
、

序
蹟
の
首
尾
に
捺
さ
れ
た
印
の
種
類
と
寸
法
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
「
蒲
葱
居
」
（
朱
考
方
印
、
縦
二
・
二
糎
、
横
一
・
一
筆
）
、

「
安
卿
之
印
」
（
朱
二
方
印
、
縦
二
・
一
半
、
横
丁
・
一
塁
）
、

「
山
高
水
長
」
（
朱
陽
方
印
、
縦
二
鴇
○
糎
、
横
上
・
○
糎
）
、

「
上
馬
善
業
」
（
朱
伯
方
印
、
縦
三
・
○
糎
、
横
一
・
六
糎
）
、

「
鼎
卿
印
」
（
朱
陰
翻
印
、
縦
一
・
八
十
、
横
一
・
八
糎
）
、
「
仲

藝
源
氏
」
（
黒
鉱
方
印
、
縦
二
・
○
糎
、
横
距
・
○
糎
）
、
「
米
中

白
雀
」
（
岩
盤
方
印
、
縦
三
・
九
糎
、
七
一
・
八
種
）
、
「
山
王
明

印
」
（
朱
陰
、
方
印
、
縦
二
・
七
糎
、
横
二
・
七
糎
）
、
「
字
日
子

亮
」
（
朱
陽
方
印
、
縦
二
・
六
三
、
横
二
・
七
糎
）
。

朱
墨
と
も
本
文
と
同
筆
。

 
 
 
 
 
 
 
 
二
 
伝
本
・
伝
来

 
目
下
の
と
こ
ろ
、
当
該
の
川
越
市
立
図
書
館
蔵
本
以
外
の
伝
本
は
管
見
に
入

ら
な
い
。
理
由
は
後
述
す
る
が
、
該
書
は
編
者
辻
鼎
卿
の
稿
本
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
こ
れ
よ
り
優
位
に
立
つ
べ
き
伝
本
を
想
定
す
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ

る
。 

蔵
書
印
「
新
井
皇
図
書
記
」
に
見
え
る
「
新
井
氏
」
に
つ
い
て
、
『
川
越
市

立
図
書
館
貴
重
図
書
目
録
』
（
当
館
発
行
、
昭
和
四
十
一
年
三
月
）
の
「
ま
え

が
き
」
は
こ
う
記
す
。

 
 
 
 
ま
さ
は
た

 
 
新
井
政
毅
 
川
越
志
義
町
の
住
人
、
通
称
甚
太
郎
、
字
を
伯
夫
と
称
し
、

 
 
薄
白
、
梅
園
な
ど
と
号
し
た
。
も
と
麻
屋
と
い
う
商
人
の
子
で
あ
る
が
性

 
 
来
学
問
を
好
み
海
保
漁
村
、
尾
高
高
雅
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
非
常
な
読
書

 
 
家
で
国
書
・
漢
籍
に
精
通
し
、
蔵
書
家
と
し
て
東
都
に
も
そ
の
名
を
知
ら

 
 
れ
た
。
壮
時
江
戸
に
出
て
維
新
後
仕
官
し
た
こ
と
も
あ
る
が
、
明
治
二
十

 
 
年
頃
川
越
に
帰
栖
し
て
自
適
の
生
活
を
送
り
、
三
十
五
年
二
月
九
日
妓
。

 
 
享
年
七
十
六
才
。
市
内
喜
寿
院
に
葬
る
。
整
斉
蓮
塘
梅
僻
居
士
。
｝
男
新

 
 
之
助
あ
り
し
も
そ
の
消
息
は
不
明
。

こ
の
政
毅
の
親
類
に
当
る
綾
部
家
を
通
じ
て
旧
蔵
書
が
川
越
市
立
図
書
館
に
寄

贈
さ
れ
た
と
い
う
経
緯
も
「
ま
え
が
き
」
に
明
記
さ
れ
て
い
る
が
、
政
毅
以
前

に
伝
来
を
遡
る
の
は
不
可
能
で
あ
る
。
な
お
、
政
毅
に
関
し
て
は
、
渡
辺
刀
水

『
埼
玉
名
家
著
述
目
録
』
に
も
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
以
上
の
詳
伝
に
つ
い

て
は
知
る
と
こ
ろ
が
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
 
三
 
編
者
辻
三
卿

 
辻
鼎
卿
の
素
姓
を
探
る
唯
一
の
手
が
か
り
は
、
二
十
九
丁
オ
の
頭
欄
に
あ
る

朱
の
書
入
れ
（
1
5
）
「
小
幡
勘
兵
衛
景
範
、
則
鼎
卿
母
方
從
祖
也
。
家
言
猶
存
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

今
之
甲
州
流
、
山
鹿
流
与
異
」
〈
（
中
）
九
九
頁
〉
で
あ
る
。
小
幡
勘
兵
衛
景
範

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヘ
 
 
へ

億
、
表
記
こ
そ
違
う
が
小
幡
景
憲
に
他
な
ら
な
い
。
甲
州
流
兵
学
の
大
成
者
と

し
て
知
ら
れ
る
景
憲
は
、
甲
州
武
田
氏
の
家
臣
小
幡
昌
盛
の
三
男
と
し
て
元
亀

三
年
に
生
ま
れ
、
寛
文
三
年
二
月
二
十
五
日
に
九
十
二
歳
で
没
し
て
い
る
。

『
寛
政
重
三
諸
家
譜
』
（
以
下
『
諸
家
譜
』
と
略
記
）
巻
五
百
四
十
五
に
は
景

憲
の
詳
伝
が
掲
げ
ら
れ
る
が
、
今
こ
こ
で
そ
の
詳
細
を
検
討
す
る
必
要
は
な
い
。

 
 
 
 
 
 
 
へ

「
小
幡
勘
兵
衛
景
範
」
を
「
母
方
從
祖
」
と
す
る
辻
氏
を
さ
が
せ
ば
事
は
足
り

る
。 

そ
の
辻
氏
は
意
外
に
も
容
易
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
『
諸
家
譜
』
巻
千
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四
百
九
十
七
所
掲
の
守
良
に
始
ま
る
辻
氏
が
そ
れ
で
あ
る
。
守
良
の
子
盛
昌
の

項
に
「
母
は
武
田
家
の
臣
小
幡
山
城
虎
盛
が
女
」
と
注
記
が
あ
っ
て
、
こ
れ
に

よ
っ
て
辻
氏
と
小
幡
氏
が
結
び
つ
く
こ
と
が
証
さ
れ
た
。
盛
昌
以
降
、
嫡
流
は

三
重
、
盛
運
、
盛
期
と
続
い
て
、
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
の
成
っ
た
宝
暦
年
間
の
当

 
 
も
り
か
げ

主
は
盛
事
、
通
称
源
五
郎
で
あ
る
。
も
し
こ
の
辻
噺
陰
が
聖
上
だ
と
し
て
、
小

 
 
へ

幡
景
範
を
「
母
方
」
の
従
祖
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
系
図
を
見
れ
ば
容

易
に
知
ら
れ
る
。
即
ち
父
盛
居
は
祖
父
盛
利
の
実
子
で
は
な
く
、
対
置
の
男
子

が
早
世
し
た
た
め
養
子
に
迎
え
ら
れ
、
盛
利
の
女
と
結
婚
し
て
盛
陰
を
生
ん
だ

の
で
あ
っ
て
、
守
良
以
下
の
娼
家
の
血
は
盛
期
の
母
の
方
に
流
れ
て
い
る
。

（
小
幡
氏
）

虎
盛
亮
．守

良
 
 
 
 
 
 
重
陰

（
辻
氏
）
 
 
 
 
 
 
 
 
多
賀
常
山
I
I
土
居

 
右
は
両
氏
の
関
係
を
示
し
た
略
系
図
で
あ
る
。
こ
の
系
図
通
り
で
あ
れ
ば
、

盛
陰
が
景
憲
を
「
母
方
從
祖
」
と
呼
ん
で
も
お
か
し
く
な
い
。
唯
一
ひ
っ
か
か

る
の
は
、
『
諸
家
譜
』
の
小
幡
氏
の
系
図
に
辻
盛
昌
の
母
と
な
る
べ
き
女
性
が

見
出
せ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
同
氏
の
系
図
の
小
幡
昌
盛
の
女
と
し
て
は
、
桜
井

安
芸
守
信
忠
の
妻
と
な
っ
た
人
物
一
人
が
登
録
さ
れ
る
の
み
。
辻
盛
昌
の
項
と

は
矛
盾
し
て
し
ま
う
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
当
時
の
女
子
の
扱
い
を
考
慮
に
入

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
続
）
 
一
解
題
1

れ
て
小
幡
氏
の
系
図
の
不
備
を
想
定
し
て
お
く
ほ
か
は
な
さ
そ
う
だ
。
若
干
の

未
確
定
な
部
分
は
残
る
け
れ
ど
も
、
辻
源
五
郎
盛
陰
を
鼎
卿
そ
の
人
と
見
て
間

違
い
な
い
。

 
さ
て
、
当
の
辻
平
々
と
は
ど
う
い
う
経
歴
の
持
ち
主
な
の
か
。
現
在
の
筆
者

は
『
諸
家
譜
』
以
上
の
材
料
を
持
ち
合
わ
せ
な
い
。
後
述
す
る
が
『
諸
家
譜
』

掲
載
の
伝
記
事
項
に
は
誤
り
や
省
略
、
意
図
的
変
更
が
多
く
、
直
ち
に
信
を
置

く
の
は
琿
ら
れ
る
。
『
諸
家
譜
』
編
纂
の
基
と
な
っ
た
『
諸
家
系
譜
』
（
内
閣
文

庫
蔵
）
な
ど
と
比
較
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
補
訂
は
将
来
に
期
し
て
ま
ず

は
論
述
の
都
合
上
『
諸
家
譜
』
に
拠
る
経
歴
を
年
代
順
に
摘
記
し
て
お
き
た
い
。

 
元
禄
十
六
年
 
 
 
 
 
 
出
生
。

 
享
保
七
年
五
月
一
日
 
 
 
 
将
軍
吉
宗
に
拝
謁
。

 
 
十
九
年
六
月
二
十
一
日

 
 
二
十
年
一
月
二
十
六
日

元
文
五
年
十
一
月
十
日

延
享
元
年
二
月
八
日

寛
延
二
年
六
月
二
十
三
日

明
和
五
年
一
月
二
十
八
日

 
 
 
 
八
月
六
日

 
 
 
 
十
二
月
十
八
日

 
 
七
年
六
月
十
六
日

 
 
 
 
閏
六
月
八
日

安
永
五
年
六
月
二
十
七
日

十
月
六
日

家
督
相
続
。

大
番
。

御
蔵
奉
行
。

出
納
を
糺
し
黄
金
拝
領
。
，

代
官
。

勘
定
吟
味
役
。

三
河
吉
田
橋
の
普
請
上
す
。

布
衣
を
許
さ
る
。

御
前
を
は
ば
か
る
。

許
さ
る
。

将
軍
家
治
日
光
参
詣
供
奉
に
つ
き
時
服
・
黄

金
拝
領
。

御
納
戸
頭
。
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六
年
十
月
十
二
日

 
 
八
年
四
月
十
六
日

 
 
 
 
七
月
二
十
日

天
明
元
年
五
月
十
二
日

 
 
三
年
六
月
七
日

 
 
四
年
七
月
十
六
日

 
 
 
 
八
月
三
日

西
丸
御
広
敷
用
人
。

寄
合
。

西
丸
御
裏
門
番
頭
。

西
丸
御
広
敷
用
人
に
復
す
。

乾
溜
御
留
守
居
。

退
任
。

没
。
八
十
二
歳
。

な
お
こ
の
経
歴
は
年
々
発
行
さ
れ
た
武
鑑
に
よ
っ
て
も
確
認
で
き
る
。
た
ま
た

ま
手
元
に
あ
っ
た
延
享
二
年
の
須
原
屋
上
、
宝
暦
四
年
、
同
八
年
の
茅
屋
弥
七

版
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
御
蔵
奉
行
辻
源
五
郎
」
「
諸
国
御
代
官
衆
焚
火
尋

問
 
辻
源
五
郎
」
（
宝
暦
八
年
版
も
同
じ
）
と
事
実
に
合
っ
た
記
述
と
な
っ
て

い
る
。
と
も
あ
れ
二
百
俵
高
の
旗
本
と
し
て
は
二
丸
鞘
留
守
居
ま
で
昇
っ
た
の

は
出
世
と
言
え
よ
う
。

 
注
目
し
た
い
の
は
、
寛
延
二
年
以
降
、
明
和
五
年
に
勘
定
吟
味
役
に
進
む
ま

で
代
官
の
職
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
成
島
信
遍
が
農
政
家
と
し
て
の
立
場
か

ら
、
池
上
幸
豊
・
奥
貫
友
山
・
田
沢
義
章
等
の
新
田
開
発
・
治
水
・
救
荒
に
功

の
あ
っ
た
郷
士
・
名
主
層
と
親
交
を
持
っ
た
こ
と
は
既
に
指
摘
し
た
（
拙
稿

「
成
島
信
遍
年
譜
重
日
」
〈
『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
八
号
 
平
成
三
年
十
二

月
〉
）
が
、
や
は
り
名
主
か
ら
代
官
に
取
り
立
て
ら
れ
た
田
中
砂
上
（
丘
隅
と

も
）
や
、
猿
楽
の
列
か
ら
代
官
に
ま
で
昇
っ
た
蓑
笠
之
助
正
高
等
と
も
信
遍
は

深
く
交
わ
っ
た
。
ど
う
や
ら
経
世
の
術
を
漢
籍
か
ら
学
ぶ
だ
け
で
は
あ
き
足
り

な
く
な
っ
た
信
心
は
、
そ
の
実
践
の
場
と
し
て
農
政
を
採
り
上
げ
、
農
地
や
農

民
と
直
接
関
わ
る
代
官
達
の
顧
問
と
し
て
指
導
に
当
っ
た
節
が
あ
る
。
彼
の
周

辺
に
代
官
や
立
場
上
代
官
と
は
近
接
し
て
い
る
名
主
の
姿
が
目
立
つ
の
は
、
信

遍
が
彼
ら
に
学
問
を
授
け
る
代
わ
り
に
彼
ら
か
ら
具
体
的
な
農
村
の
状
況
を
情

報
と
し
て
入
手
す
る
意
図
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
し
て
信
遍

を
取
り
ま
く
代
官
の
一
人
に
辻
源
五
郎
盛
陰
を
数
え
上
げ
て
よ
い
の
で
は
あ
る

 
ヨ
 
 
を
 
 

ま
）
力

 
現
在
の
と
こ
ろ
、
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
以
外
に
辻
盛
陰
と
信
遍
の
交
渉
を
裏
付

け
る
資
料
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
直
接
の
根
拠
を
持
た
な
い
か
ら
に
は
、
こ
れ

以
上
の
推
測
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
」
四
以
下
の

続
稿
を
準
備
中
で
あ
る
の
で
、
後
考
を
期
し
た
い
。

 
な
お
、
辻
鼎
卿
の
素
姓
を
皿
盛
陰
と
し
た
が
、
以
降
の
記
述
で
も
「
鼎
卿
」

の
称
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
に
は
「
盛
陰
」
の
名
も
「
源

五
郎
」
の
通
称
も
一
切
登
場
し
な
い
。
本
書
の
編
纂
に
際
し
て
の
気
構
え
の
よ

う
な
も
の
を
「
舌
骨
」
の
称
に
感
取
出
来
る
し
、
そ
れ
が
盛
陰
の
本
意
で
あ
ろ

う
と
付
度
す
る
故
で
あ
る
。

 
辻
鼎
卿
の
素
姓
に
や
や
か
か
ず
ら
い
す
ぎ
た
が
、
次
に
本
書
を
鼎
卿
の
稿
本
．

そ
の
も
の
と
判
断
し
た
根
拠
を
述
べ
る
。
鼎
卿
の
筆
跡
と
し
て
比
較
す
べ
き
も

の
を
持
た
な
い
以
上
、
あ
く
ま
で
も
蓋
然
性
に
依
拠
し
た
論
述
に
と
ど
ま
る
わ

け
で
あ
る
が
、
次
の
よ
う
な
点
が
指
摘
で
き
る
。

 
第
一
に
、
前
述
し
た
見
返
し
の
反
故
に
、
鼎
卿
の
叙
の
書
き
さ
し
が
利
用
さ

れ
て
い
だ
こ
と
。
十
四
字
目
の
「
爲
」
を
途
中
ま
で
書
い
て
放
置
し
た
の
は
、

一
行
字
数
の
変
更
か
も
し
く
は
書
き
損
じ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
反
故

の
字
体
が
正
規
の
叙
の
も
の
と
完
全
に
一
致
す
る
。

 
第
二
に
、
本
文
中
に
点
在
す
る
朱
墨
の
書
入
の
字
体
が
本
文
と
一
致
す
る
上
、

例
え
ば
小
幡
景
範
（
憲
）
に
関
す
る
も
の
の
よ
う
に
、
鼎
卿
自
身
に
よ
る
と
考

え
る
の
が
最
も
自
然
な
朱
書
入
が
存
在
す
る
。
朱
と
墨
の
書
入
を
検
討
す
る
と
、
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墨
は
書
き
損
じ
を
そ
の
場
で
欄
外
や
行
間
に
補
記
し
た
例
が
ほ
と
ん
ど
と
言
っ

て
よ
く
、
一
方
の
朱
は
書
写
が
一
応
完
了
し
た
後
の
点
難
中
の
訂
正
や
補
注
と

見
ら
れ
、
一
連
の
作
業
が
鼎
卿
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
判
断
す
る
の
が
適
当
で

あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
．
（
3
）
「
従
か
」
〈
（
上
）
一
〇
〇
頁
〉
や
（
2
5
）
「
信
之
無

言
乎
」
〈
（
中
）
一
〇
四
頁
〉
の
よ
う
に
自
ら
施
し
た
朱
の
補
訂
に
対
す
る
自
信

の
無
さ
や
疑
い
の
窺
え
る
例
も
あ
っ
て
、
書
写
者
と
同
一
人
物
に
よ
る
書
入
と

は
認
め
難
い
と
の
立
場
も
当
然
あ
り
得
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
私
見
で
は
、
信
遍
の
誤
り
に
対
し
て
控
え
目
に
異
議
を
と
な
え
た
か
、

ま
た
は
鼎
卿
の
手
元
に
あ
っ
た
信
遍
の
草
稿
自
体
の
解
読
が
勅
命
に
は
か
な
り

難
し
く
、
書
写
や
補
訂
の
段
階
で
解
決
が
つ
か
な
か
っ
た
箇
所
な
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
そ
し
て
こ
の
浄
書
本
は
、
あ
る
い
は
代
官
と
し
て
の
任
地
の
関

係
で
、
ま
た
は
晩
年
の
信
遍
に
遠
慮
し
て
か
、
信
遍
の
目
に
は
触
れ
さ
せ
な
か

っ
売
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
信
遍
が
一
覧
し
て
お
れ
ば
当
然
訂
し
得
た
は
ず
の

単
純
か
つ
低
レ
ベ
ル
の
誤
字
脱
字
が
本
文
に
は
か
な
り
残
さ
れ
て
お
り
、
翻
字

ミ
ス
と
誤
認
さ
れ
か
ね
な
い
箇
所
に
限
定
し
て
（
マ
マ
）
を
付
し
た
例
か
ら
も

鼎
卿
の
学
問
水
準
が
あ
る
程
度
推
測
さ
れ
る
。
冠
位
自
身
、
書
写
に
い
ま
一
つ

自
信
が
持
て
ず
、
書
入
の
訂
正
に
も
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
の
は
確
か
な
よ
う
で
、

や
や
あ
い
ま
い
な
朱
墨
の
書
入
も
三
三
の
手
に
な
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
さ
ら

に
い
え
ば
、
三
王
の
叙
に
朱
の
句
点
が
補
っ
て
あ
る
の
も
、
鼎
卿
が
朱
で
校
訂

を
加
え
る
際
に
自
ら
撰
文
し
た
叙
を
も
読
み
直
し
た
と
い
う
い
き
さ
つ
を
示
し

て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

 
第
三
に
、
長
谷
川
両
翼
の
序
や
山
岡
湊
明
の
蹟
の
首
尾
に
彼
ら
の
使
用
し
た

印
が
実
際
に
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
。
い
ず
れ
も
謹
直
な
楷
書
の
た
め
書
体
の
特

徴
が
乏
し
く
、
安
蘇
や
凌
明
の
自
書
か
否
か
は
容
易
に
決
し
難
く
、
少
く
と
も

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
続
）
 
1
解
題
一

安
卿
の
序
は
鼎
卿
の
叙
と
書
体
が
か
な
り
近
似
す
る
の
で
代
書
の
可
能
性
も
高

い
の
だ
が
、
安
卿
や
凌
明
の
印
を
直
接
も
ら
え
る
の
は
、
序
践
に
見
る
通
り
の

親
交
を
持
つ
鼎
卿
自
身
以
外
に
考
え
よ
う
が
な
い
。
二
人
と
も
浄
書
さ
れ
た
料

紙
に
直
に
捺
印
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
鼎
卿
が
編
ん
だ
原
本
そ
の
も
の
に
違
い

あ
る
ま
い
。
念
の
た
め
印
の
一
つ
祷
葱
居
」
（
安
卿
序
の
序
題
の
下
に
捺
さ

れ
る
）
の
由
来
を
探
っ
て
み
る
と
、
信
遍
に
蕎
葱
亭
記
」
（
「
恩
」
は
「
惹
」

と
も
表
記
し
た
箇
所
が
あ
る
）
と
い
う
和
文
が
あ
る
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所

蔵
『
芙
蓉
楼
全
集
』
巻
七
所
収
）
。
そ
の
冒
頭
に
、

 
 
長
谷
川
の
ぬ
し
が
そ
の
を
灌
園
と
名
づ
け
、
亭
を
藩
惹
と
な
む
い
ふ
め
る
。

 
 
藩
葱
の
心
を
と
へ
ば
、
文
選
の
こ
と
葉
に
い
で
・
、
も
と
よ
り
人
の
国
の

 
 
こ
と
の
は
よ
り
み
い
で
た
る
と
や
。

 
 
 
 
（
通
行
の
字
体
に
直
し
、
私
に
濁
点
・
句
読
点
を
施
す
。
以
下
同
）

と
あ
る
の
で
、
長
谷
川
樹
蜂
邸
の
亭
の
名
が
重
信
（
愚
）
で
肩
情
芝
居
」
は
こ

れ
に
依
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
こ
に
溺
惑
・
模
刻
の
可
能
性
を
論
う
必
要

は
な
い
だ
ろ
う
。

 
以
上
三
点
、
い
ず
れ
も
状
況
証
拠
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
書
が
辻
鼎
卿
の
稿
本

で
あ
ろ
う
こ
と
、
少
く
と
も
そ
の
蓋
然
性
が
高
い
こ
と
の
根
拠
と
す
る
。

 
 
 
 
 
 
 
 
四
 
序
践
者
長
谷
川
安
卿
・
山
岡
竣
明

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
や
す
あ
き
ら

 
巻
頭
の
序
を
撰
し
た
長
谷
川
安
卿
は
、
の
ち
幕
府
の
御
書
物
奉
行
を
勤
め
、

文
雅
の
士
と
し
て
名
高
く
、
特
に
和
歌
を
冷
泉
為
村
に
学
ん
で
関
東
冷
泉
門
の

重
だ
っ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
信
遍
に
和
漢
の
学
問
を
授
け
ら
れ
、
信
遍

の
子
和
鼎
と
は
深
く
親
交
を
結
ん
だ
。
安
卿
と
和
鼎
の
歌
論
の
共
通
性
や
流
離

歌
論
か
ら
の
発
展
の
度
合
等
に
つ
い
て
は
既
に
述
べ
た
（
拙
稿
「
風
雅
和
歌
集
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の
復
権
-
江
戸
冷
泉
派
歌
論
断
章
1
」
〈
『
日
本
文
学
研
究
』
第
二
十
五
号
平

成
元
年
十
一
月
〉
）
の
で
御
参
照
願
い
た
い
。

 
安
卿
の
略
伝
は
森
潤
三
郎
『
紅
葉
山
文
庫
と
書
物
奉
行
』
（
昭
和
書
房
 
昭

和
八
年
）
に
載
る
。
実
父
は
田
中
休
愚
。
信
遍
と
は
因
縁
浅
か
ら
ず
、
二
代
に

わ
た
る
交
流
は
文
芸
史
上
の
一
角
を
占
め
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
安
卿
の
伝
に
は

一
つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
森
潤
三
郎
氏
は
大
正
八
年
三
月
十
八
日
目
、
浅
草
松

葉
町
の
乗
満
寺
に
あ
っ
た
安
息
の
墓
を
採
訪
さ
れ
、
碑
面
に
「
安
永
八
己
亥
十

一
月
十
六
日
」
と
刻
さ
れ
て
い
た
旨
を
前
掲
書
で
報
告
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
同

書
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
『
諸
家
譜
』
に
は
「
安
永
八
年
十
一
月
晦
日
死
す
」

と
あ
り
、
幕
府
書
物
方
の
「
始
末
記
」
（
『
大
日
本
近
世
史
料
・
幕
府
書
物
方
日

記
三
』
所
収
）
も
同
日
と
す
る
。
幕
府
の
公
式
記
録
と
い
う
点
を
考
慮
し
て
か
、

現
在
は
十
一
月
晦
日
心
学
が
有
力
の
よ
う
で
、
森
繁
夫
妻
『
名
家
伝
記
資
料
集

成
』
第
三
巻
（
思
文
閣
出
版
 
昭
和
五
十
九
年
）
や
熊
谷
武
至
氏
「
江
戸
に
於

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
マ
 

け
る
堂
上
派
そ
の
一
 
長
谷
川
安
芸
」
（
『
東
海
学
園
国
語
国
文
』
十
二
 
昭

和
五
十
二
年
八
月
）
、
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
『
和
学
者
総
覧
』
（
汲
古

書
院
 
平
成
二
年
）
な
ど
も
こ
ち
ら
を
採
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
通
り
、

 
『
諸
家
譜
』
に
は
公
的
で
あ
る
が
ゆ
え
の
意
図
的
な
変
更
が
生
没
年
月
日
に
施

さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
安
卿
の
場
合
も
そ
う
で
、
十
一
月
十
六
日
が
正
し
い
。

・
乗
満
寺
の
墓
が
廃
さ
れ
た
以
上
、
森
氏
の
実
見
報
告
は
貴
重
と
い
う
ほ
か
な
い
。

 
成
島
和
事
の
養
子
峰
雄
に
「
安
卿
ぬ
し
一
周
忌
和
歌
序
」
（
宮
内
庁
書
陵
部

蔵
『
片
道
集
』
前
集
巻
五
十
四
）
と
い
う
文
章
が
あ
る
。
安
卿
の
伝
と
し
て
は

基
本
と
な
る
べ
き
内
容
を
有
す
る
の
で
以
下
に
掲
げ
て
み
る
。

 
 
 
 
安
卿
ぬ
し
一
周
忌
和
歌
序
 
 
 
 
 
 
 
成
島
峰
雄

 
 
あ
は
れ
わ
が
安
卿
ぬ
し
い
ま
そ
が
り
し
お
り
は
、
我
身
に
に
な
く
む
つ
ま

じ
う
し
て
、
わ
れ
を
見
本
ふ
事
猶
子
の
ご
と
く
そ
お
ふ
し
た
て
ら
れ
し
。

三
史
五
経
の
道
々
し
き
ょ
り
し
て
何
の
わ
ざ
に
も
息
焉
悠
焉
こ
そ
終
に
は

道
の
大
な
る
き
は
を
き
は
む
べ
き
な
れ
、
な
を
こ
た
り
そ
、
な
く
し
そ

一
と
い
さ
め
ら
れ
し
か
ば
、
も
の
・
ふ
の
弓
矢
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、

詩
歌
管
絃
の
う
ち
に
志
を
お
な
じ
う
せ
る
友
ど
ち
と
む
つ
び
、
花
の
錘
に

春
の
日
の
く
れ
が
た
き
を
わ
す
れ
、
月
の
高
ど
の
に
秋
の
夜
の
明
や
す
き

を
お
し
み
て
、
い
つ
し
か
三
十
あ
ま
り
の
月
日
を
を
く
り
ぬ
。
さ
る
が
中

に
も
と
り
わ
き
を
し
へ
た
ま
へ
り
し
は
、
し
き
島
の
大
和
歌
は
素
膚
の

た
“
し
き
を
つ
た
へ
、
唐
の
ひ
じ
り
の
を
し
へ
も
こ
れ
に
こ
そ
こ
も
り
た

れ
、
此
国
に
う
ま
れ
と
う
ま
る
・
人
ま
つ
我
国
ぶ
り
を
ま
な
び
て
こ
そ
四

書
六
芸
を
も
ま
な
ぶ
べ
き
、
さ
ら
ず
は
蛍
雪
の
光
い
た
づ
ら
ご
と
に
し
て
、

世
を
て
ら
し
身
を
か
f
や
か
さ
ん
事
は
う
と
く
の
み
な
り
行
、
此
国
の

た
f
し
き
を
し
ら
ず
、
か
へ
り
て
は
世
に
ひ
が
く
し
う
を
こ
の
も
の
に

こ
そ
生
だ
つ
な
れ
な
ど
い
さ
め
ご
ち
た
び
く
な
り
。
さ
る
か
た
に
つ
き

て
か
う
が
へ
っ
く
ら
れ
し
文
ど
も
、
浜
の
ま
さ
ご
の
か
ず
く
に
い
で
く

る
お
り
一
．
、
か
な
ら
ず
携
き
た
ら
れ
、
我
々
に
か
う
一
な
ん
お
も
ふ

は
い
か
に
く
と
か
た
み
に
ゑ
み
あ
ひ
て
か
た
り
あ
は
れ
け
る
さ
ま
は
、

我
祖
父
の
は
や
う
を
し
へ
た
て
ら
れ
し
事
ど
も
を
年
ご
ろ
は
ら
に
あ
ぢ
は

へ
、
今
は
た
あ
ら
た
に
お
も
ひ
え
て
子
孫
の
さ
と
し
や
す
か
ら
ん
た
め
に

し
る
さ
れ
し
と
そ
。
や
つ
が
れ
さ
ば
か
り
の
ふ
か
き
道
の
つ
た
へ
う
く
べ

き
う
つ
は
に
あ
ら
ざ
れ
ど
、
な
ま
じ
み
に
す
み
だ
川
の
な
が
れ
た
え
せ
ぬ

跡
と
い
ふ
ば
か
り
に
て
か
・
る
か
し
こ
き
ふ
み
ど
も
を
も
か
た
は
ら
み
る

事
を
ゆ
り
た
る
な
る
べ
し
。
し
か
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
も
わ
が
お
ほ
ち
の

っ
た
へ
ま
い
ら
せ
し
と
て
大
和
ぶ
み
か
く
事
を
さ
へ
に
何
く
れ
と
を
し
へ
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給
ふ
け
る
。
な
ら
の
は
の
名
に
あ
ふ
ふ
る
ご
と
は
あ
が
り
て
の
世
の
事
な

れ
ば
、
い
さ
・
か
そ
の
す
が
た
こ
と
ば
ま
な
び
う
べ
く
も
あ
ら
ず
。
古
今

集
の
序
を
も
て
も
の
か
く
筆
の
父
と
し
、
源
氏
の
も
の
が
た
り
を
は
・
と

し
て
、
こ
と
に
し
た
が
ひ
時
に
の
ぞ
み
、
そ
の
す
が
た
こ
と
ば
よ
ろ
し
き

を
え
ら
び
か
き
つ
f
る
べ
う
な
ん
と
ね
も
こ
ろ
な
り
。
さ
れ
ど
垣
ね
の
小

草
つ
か
み
じ
か
き
才
の
ほ
ど
な
れ
ば
、
花
に
さ
く
べ
き
言
の
は
も
な
き
ほ

ど
に
、
去
年
大
檀
の
間
に
そ
な
へ
も
の
す
と
見
給
へ
り
し
は
か
な
き
夢
の

後
は
、
春
の
花
う
る
は
し
き
色
を
う
し
な
ひ
、
秋
の
月
き
よ
き
光
を
か
く

し
て
、
霞
に
む
せ
び
露
を
の
み
ぞ
か
な
し
む
。
ま
い
て
に
な
く
か
た
ら
ひ

し
我
父
の
、
あ
し
た
に
は
断
琴
の
音
を
の
み
な
き
、
夕
に
は
隣
笛
の
世
を

あ
ぢ
き
な
く
お
も
ひ
な
し
ぬ
る
さ
ま
、
い
と
か
な
し
。
こ
と
し
は
や
一
周

の
忌
に
も
成
ぬ
れ
ば
、
我
父
の
安
卿
の
ぬ
し
が
太
郎
安
辰
ぬ
し
に
は
か
り

て
、
し
た
し
か
り
し
人
々
に
和
歌
す
・
む
べ
き
か
た
め
に
題
を
冷
泉
の
御

家
に
ね
ぎ
た
て
ま
つ
り
、
そ
の
つ
み
で
終
焉
の
こ
と
ば
も
た
て
ま
つ
ら
れ

し
に
、
こ
と
に
あ
は
れ
が
ら
せ
給
ひ
て
御
歌
た
ま
は
り
ぬ
。
彼
す
・
む
べ

き
歌
の
題
御
う
た
よ
う
つ
ね
ぎ
た
て
ま
つ
り
し
ご
と
く
事
ゆ
り
ぬ
。
故
入

道
さ
ま
二
点
た
ま
へ
り
し
追
か
ぜ
の
歌
を
か
し
ら
に
を
き
て
、
人
々
に
糊

す
・
む
べ
き
よ
し
お
き
て
さ
せ
給
ふ
。
さ
て
こ
そ
彼
あ
り
し
我
国
ぶ
り
を

た
ふ
と
み
、
年
ご
ろ
宗
匠
家
に
つ
き
て
こ
と
の
は
の
露
み
が
・
れ
し
道
の

光
あ
ら
は
れ
、
あ
き
ら
け
き
に
は
の
を
し
へ
を
子
孫
の
世
に
消
し
を
か
れ

ぬ
る
に
な
ん
。
や
つ
が
れ
筆
の
林
落
葉
色
な
く
、
硯
の
海
こ
ほ
り
ひ
ま
な

く
、
何
の
い
ひ
出
ん
ふ
し
も
お
も
ひ
か
ま
へ
ら
れ
ね
ど
、
か
の
か
ず
一

に
お
ふ
し
た
て
ら
れ
し
か
し
こ
さ
に
い
さ
・
か
も
む
く
は
ん
が
た
め
、
色

な
る
涙
に
筆
を
そ
め
て
つ
た
な
き
言
葉
し
る
し
つ
け
ぬ
る
に
こ
そ
。

川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
（
続
）
 
一
解
題
1

 
 
安
永
九
年
霜
月
十
六
日
 
源
峰
雄
謹
識

「
こ
と
し
は
や
一
周
の
忌
に
も
成
ぬ
れ
ば
」
と
あ
る
し
、
文
章
全
体
の
趣
旨
か

ら
い
っ
て
も
、
こ
の
序
が
「
安
永
九
年
霜
月
十
六
日
」
付
で
物
さ
れ
た
こ
と
を

軽
々
に
見
す
ご
す
わ
け
に
は
い
く
ま
い
。
肝
和
鼎
と
の
雅
交
を
目
の
当
り
に
し

た
峰
雄
が
、
一
周
忌
の
日
付
を
誤
る
と
は
考
え
に
く
く
、
何
ら
か
の
事
情
で
発

喪
を
晦
日
ま
で
ず
ら
し
て
公
儀
に
届
け
た
と
見
る
の
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

即
ち
長
谷
川
安
卿
は
享
保
四
年
生
、
安
永
八
年
十
一
月
十
六
日
没
、
六
十
一
歳

と
な
る
。

 
な
お
こ
の
序
は
、
母
子
に
指
導
を
受
け
た
和
文
に
よ
っ
て
「
我
国
ぶ
り
」
を

学
び
、
和
文
に
経
学
を
上
回
る
価
値
と
道
徳
・
啓
蒙
の
器
と
し
て
の
性
格
を
積

極
的
に
付
与
し
て
い
た
安
卿
の
意
識
を
明
示
す
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
安
卿

に
つ
い
て
は
な
お
詳
考
を
必
要
と
す
る
。
別
の
機
会
を
期
し
た
い
。

 
賊
の
撰
者
山
岡
凌
明
に
つ
い
て
は
贅
言
を
要
す
ま
い
。
中
野
三
敏
先
生
「
山

岡
凌
明
年
譜
考
」
（
近
世
文
学
史
研
究
の
会
編
『
近
世
中
期
文
学
の
諸
問
題

二
』
〈
文
化
書
房
博
文
社
 
昭
和
四
十
四
年
〉
所
収
）
に
従
来
の
年
立
の
混
乱

を
訂
さ
れ
、
和
漢
雅
俗
に
わ
た
る
事
跡
を
詳
伝
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

雪
明
は
寛
延
二
年
に
西
丸
御
小
姓
組
番
入
り
を
し
て
い
る
か
ら
、
同
じ
く
西
丸

の
御
同
朋
格
奥
務
と
な
っ
て
い
た
信
遍
と
は
接
触
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
冷

泉
門
人
の
萩
原
宗
固
等
と
の
交
友
を
思
え
ば
、
江
戸
冷
泉
派
の
世
話
役
信
遍
を

重
ん
ず
る
の
も
自
然
な
な
り
ゆ
き
と
い
え
よ
う
か
。

五
 
 
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
の
成
立

書
誌
の
「
奥
書
」
の
項
に
述
べ
た
が
、
本
書
に
見
出
さ
れ
る
個
別
的
な
識
語

・
奥
書
に
従
っ
て
各
文
章
の
成
立
過
程
を
た
ど
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
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○
延
享
二
（
一
七
四
五
）
十
二
月
六
日

 
 
 
 
 
 
「
五
常
解
」
成
立
。

 
 
○
寛
延
元
（
一
七
四
八
）
十
一
月

 
 
 
 
 
 
「
挙
世
訓
示
蒙
」
成
立
。

 
 
○
宝
暦
五
（
一
七
五
五
）
七
月
（
夷
則
）
下
旬

 
 
 
 
 
 
「
孝
悌
忠
信
封
問
」
を
写
す
。

 
 
 
 
 
 
「
五
常
解
」
を
写
し
校
訂
。

 
 
 
 
 
 
十
一
月
「
庭
世
訓
示
蒙
」
を
写
す
。

 
 
○
宝
暦
六
（
一
七
五
六
）
十
一
月

 
 
 
 
 
 
辻
鼎
卿
叙
撰
文
。

 
 
○
宝
暦
七
（
一
七
五
七
）
三
月

 
 
 
 
 
 
長
谷
川
安
卿
序
・
山
岡
三
明
践
撰
文
。

即
ち
宝
暦
五
年
の
七
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
、
鼎
卿
は
集
中
的
に
三
つ
の
文

章
の
筆
写
と
校
訂
に
従
事
し
て
い
る
。
本
文
の
書
写
態
度
は
全
く
一
貫
し
て
い

る
か
ら
、
他
の
部
分
も
ほ
ぼ
宝
暦
五
年
か
ら
六
年
に
か
け
て
写
し
取
ら
れ
た
と

見
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
翌
六
年
末
に
ま
ず
自
ら
叙
を
撰
し
、
翌
々
年

の
三
月
に
な
っ
て
更
に
安
卿
・
湊
明
の
序
践
を
求
め
た
。
宝
暦
五
年
か
ら
七
年

へ
と
鼎
卿
の
編
纂
意
欲
の
盛
り
上
が
り
を
見
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
本
書
の
体

裁
を
見
て
出
版
を
前
提
と
し
た
稿
本
の
類
で
は
な
か
っ
た
か
と
感
じ
る
の
も
あ

な
が
ち
見
当
は
ず
れ
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
安
卿
や
凌
明
の
序
蹟
に
直
接

捺
印
を
求
め
て
い
る
し
、
安
卿
自
身
の
た
め
の
ノ
ー
ト
に
し
て
は
念
が
入
っ
て

い
る
。
も
っ
と
も
、
宝
暦
七
年
当
時
の
安
卿
や
凌
明
で
は
、
信
遍
の
著
述
に
権

威
を
持
た
せ
る
に
し
て
は
ま
だ
役
不
足
に
過
ぎ
る
と
い
う
難
点
が
あ
っ
て
、
出

版
の
可
能
性
を
云
々
す
る
の
は
早
計
だ
が
、
鼎
卿
の
熱
意
の
源
泉
は
一
体
何
だ

っ
た
の
か
、
単
な
る
自
分
へ
の
教
戒
の
た
め
に
備
え
た
一
冊
に
過
ぎ
な
か
っ
た

の
か
、
と
い
う
疑
問
は
残
る
。

 
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
成
立
事
情
の
周
辺
に
の
み
終
始
し
て
本
稿
で
は
内
容
に
立

ち
入
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
聖
母
伝
や
思
想
史
・
経
学
等
と
か
ら
め
た
分

析
に
は
相
応
の
記
述
を
要
す
る
。
残
さ
れ
た
紙
幅
で
は
不
十
分
な
た
め
別
稿
に

譲
る
こ
と
と
し
、
ま
ず
は
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
の
外
縁
に
と
ど
め
た
解
題
と
し
て

本
稿
を
終
え
る
。
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